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毎日新聞のご購読お申し込みは

きっかけは96（平成８）年に開催された

滋賀県甲賀地域振興局の「福祉用具の

製作ボランティア講座」。「困っている

人の役にたちたい」と思って参加した

佐治弘嗣さんたちは、自助具の大切

さを知った。自助具とは、病気や加

齢のために体が不自由になり日常生活

に不便を感じる人が、身の回りのこと

を自分自身でやりやすくなるよう工夫

した道具のことだ。

体の不自由な人にとって介護されるの

には遠慮がある。24時間サポートを受

けるわけにもいかない。最も望むのは

自分のことは自

分でできること。

自助具はそれを

実現する。「こ

れだ。これをやろう」。翌年、仲間を募っ

て「バリアフリーかふか」を立ち上げた。

メンバーの１人、植野畑士郎さんは

妻が重いリウマチだった。少しでも

支えになればと自分で自助具を作り

始めた。喜ぶ妻を見て、自助具の大

切さを実感した。

自助具の存在を知って、困っている人

を助けたいと活動に参加した人もいる。

現在のメンバーは約10人。参加の動

機や特技はさまざまだ。元宮大工で木

工を得意とする人やアクリル板の製作

が得意な人、裁縫担当の人など。１人

のスキルだけでは自助具は作れないが

得意技を持ち寄れば可能になる。

食事や身だしなみなど、生活環境によっ

て多種の自助具が必要になる。多様な

依頼に応じて、片手で使える爪きりや

握りやすいスプーンなど100種類以上

も作ってきた。月２回集まり、午前中

は意見交換、午後に製作する。材料費

を抑えるために廃材やリサイクル品、

百円均一の商品を使うなど工夫もして

いる。また、甲賀病院の理学療法士や

作業療法士ら専門

家の意見を取り入れ、

より使いやすい自

助具の開発にも力

を入れている。

自助具の存在はま

だ広く知られてい

ない。喜びの輪を

広げるためには、

自助具を知っても

らうのが先決と、小中学校の福祉授業

やイベントに参加、啓発活動にも力を

入れている。

「病気だから、高齢になったから仕方

ないとあきらめないで、自助具を使っ

て自分でできる喜びを味わってください。

喜んでもらえることが私たちの活動の

励みになります」

05（平成17）年、県の助成金が打ち切ら

れるなど困難もあったが、人のために

役立ちたいと活動を続けてきた。現在

の悩みはメンバーの高齢化と減少。「趣

味や特技を生かして参加してくれる人

が増えれば心強い」とメンバーは声を

そろえる。　　　　　　　　（取材・福本）

さ じ ひろ し

う え の は た し ろ う

小さな特技も れば集まれば
人助けの大きな力に

　◆場所：甲賀市水口町暁3-44
　◆TEL：0748 - 65-4641

一緒に活動してくれる仲間、募集中です！！！
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